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年 10 月）と CS 放送およびケーブルテレビ加入世帯の増加である。3 NHK 放送文化研究
所（2007）の最新の調査では、BS、CS、ケーブルの利用状況が明らかになっている。それ























3 NHK 独自調査による 2007.11.8 時点のデータ。
4 NHK 放送文化研究所（2007）、2～19 頁。 
5 NHK 放送文化研究所（2003）、108 頁。 





1985）。テレビ視聴行動をマーケティングの観点から包括的に扱った Barwise and 
Ehrenberg(1988)でも、テレビの視聴者は低関与で、視聴の好みや規則性はないとされてい
























6 Barwise and Ehrenberg (1988), pp. 3-11; pp. 78-93. 


























2007 年 2 月 27 日～28 日にかけて、マクロミル社の調査パネルを用いて、インターネッ
ト調査を実施した。調査対象者は、関東地方在住の 10 代～60 代の男女である。サンプルと
しては、「地上波環境」にある視聴者を 515 人、「多メディア環境」にある視聴者を 515 人、
半分ずつ割り当ててもらった。したがって、最終サンプル合計は、1030 人である。
ネットでの質問項目としては、


































































メディアで 4.27 である。「多種類視聴」の因子得点は、地上波で 2.93、多メディアで 3.06
である。
「計画視聴」の因子得点は、地上波で 3.24、多メディアでは 3.49 である。いずれも、地
上波より多メディアのほうが、因子得点が高いことがわかる。つまり、地上波環境の視聴
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テレビが好き 0.812 0.278 0.140 
テレビへの興味 0.771 0.280 0.151 
テレビは不可欠 0.763 0.232 0.155 
時間あれば見ている 0.643 0.375 -0.016 
テレビを話題にする 0.564 0.269 0.181 
テレビ情報を見る 0.459 0.209 0.454 
習慣的に番組を得る 0.457 0.066 0.381 
多ジャンルを見る 0.154 0.853 0.014 
多番組を見る 0.307 0.674 0.021 
多局の番組を見る 0.249 0.486 0.074 
多メディアを見る 0.095 0.240 0.139 
計画的に見る -0.053 -0.077 0.729 
積極探索して選ぶ 0.200 0.209 0.669 
選択権がある 0.292 0.075 0.345 
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「地上波環境」と「多メディア環境」の視聴者比較
地上波環境 多メディア環境 T 検定
4.09 4.27 ｔ＝-3.49
ｄf＝102


























































地上波環境 多メディア環境 T 検定
よく見る番組 23.6 27.2 ｔ＝-2.924 
ｄf＝1028 ｐ＜.05 
たまに見る番組 14.3 15.3 ｔ＝-1.473 
ｄf＝1028 ｐ＝n.s. 












よく見る番組 64 43 54 30 66 41 298 26169
たまに見る番組 6 6 17 5 5 18 57 15239
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